
長崎市立大浦小学校

校 長 河内 和人 

 

【学校教育目標】  大浦を愛し 人とつながり 世界につながる  

～真剣いっぱい・感動いっぱい・笑顔いっぱいの大浦っ子をめざして～ 
 

長崎市立大浦小学校 学校だより 
  

 
  
                         
 

着任式・始業式 
４月７日（水）、着任式と始業式が行われまし

た。新しく着任した 1２名の職員を 2年生から
6 年生に進級した子どもたちが温かく迎えてく
れました。歓迎のあいさつを６年生の●●●●
さん、●●●●さん、●●●●さん、●●●●
さんの４人が、心のこもった言葉を届けてくれ
ました。 
着任式に引き続き行いました始業式では、私

から子どもたちに以下のような話をいたしまし
た。 

 
今日から令和８年度の新学期が始まります。今日

は学校の１年間のスタートです。１年生は２年生へ、

２年生は３年生へと学年が一つ上がりました。進級

といいます。みなさん、進級おめでとうございます。 

こうしてお話を聞いているみなさんを見ていると、

新しい目標に向かってがんばっていこうという気持

ちがよく伝わってきます。今のこの気持ちを忘れず

に、何事にも精一杯取り組んでくれるのだろうと感

じられて、とてもうれしいです。 

さて、今日は大切な１年の始まりの日です。みな

さんと確認してお願いしたいことが一つあります。

そのことを今から話をします。 

それは、学校教育目標についてです。少し難しい

言葉なので、分かりやすく言うと、この大浦小学校

に通うみなさんが、どんな人に育っていってほしい

かを表した、みなさんと私も含めた先生方の学校の

大きなめあてのことです。 

みなさんは大浦小学校の学校教育目標って、何だ

か言えますね。そうです、ここに書いてある「大浦

を愛し 人とつながり 世界につながる」です。 

４月１日、初めて校長室の中に入った時、この額

縁がかけてあって、初めて目にして心の中で読んだ

とき、すぐに大好きになりました。みなさんの教室

にも同じものがかけてあると思いますが、この素敵

な「大浦を愛し 人とつながり 世界につながる」

という学校教育目標を飾りものにせず、みなさん全

員と先生方全員で、いつも頭の中に、心の中に、思

っていて、学校生活を送ってほしいなと思います。 

飾りものにしないために、一つ一つのフレーズを、

どういうことかなと考えてみました。 

まず、「大浦を愛し」は、みなさんが住んでいる、

この大浦のことを大事に思うことかなと思います。

大浦のことを学校で学習する中で、大浦で生活する

中で、大浦のよいところをたくさん見つけること、

地域の行事やお祭りなどに進んで参加することなど

かなと思います。 

次の「人とつながり」は、周りの人と仲良くする

こと、困っている人がいたら優しく声をかけること

などかなと思います。一番簡単で大切な、気持ちの

よいあいさつをすることも、そうかなと思います。 

最後の「世界につながる」は、ほかの国の人やそ

の人が使う言葉、生活に仕方を知りたいなと思うこ

とや、自分と違うことを認めること。違う国の人も

含めて、自分以外のすべての生き物に対して、同じ

地球の仲間なのだと考え大切にすること。「みんな違

って、みんないい」ということかなと思います。 

まとめると、「大浦を大切にしながら、周りの人と

仲良くつながり、日本以外の国や自分以外のすべて

の命にも目を向けて行動する。」ということかなと思

います。 

この目標に向かって、大浦の地域を学んだり、お

友達と仲良くしたり、お互いに認め合ったりして、

一日一日を大切に、楽しく元気に過ごしていきまし

ょう。 

話を終わります。 

 
私の話の後、児童代表の４年 1組の●●●●

さんと６年１組の●●●●さんが、新しい学年
を迎えての決意やがんばりたいことなどをしっ
かりと発表しました。 

 

入学式 
４月９日（木）、入学式を挙行いたしました。

４５名が大浦小の仲間入りをしました。担任の
先生方に名前を呼ばれると、新１年生はみんな
返事をしっかりと行うことができました。 
私は、「あいさつと返事」について話をさせて

いただきました。話を聞く姿勢がすばらしく、
来賓の方からもお褒めの言葉をいただきました。 
２年生の呼びかけと歌による歓迎を受け、緊

張の中にもうれしそうな表情が見られました。  
保護者のみなさま、来賓のみなさま、お忙し

い中、新１年生のお祝いにご臨席賜り、誠にあ
りがとうございました。保護者のみなさまがこ
れまで大切に育ててこられたお子様を、大きな
可能性を秘めた地域の子どもたちを、６年間し
っかりと育んでまいります。どうぞよろしくお
願いいたします。 
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